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従
来
の
親
分
子
分
関
係
の
研
究
は
、
主
と
し
て
山
梨
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
た
め
'
そ
の
多
様
性
が
十
分
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
新
潟
県
妙
高
高
原
町
杉
野
沢
地
区
の
親
分
子
分
関
係
を
考
察
し
た
。

杉
野
沢
の
親
分
子
分
関
係
は
、
主
と
し
て
農
作
業
の
共
同
集
団
で
あ
る
マ
キ
の
内
部
で
結
ば
れ
て
き
て
い
る
。
マ
与
は
'
本
分
家
の
ほ

か
に
'
婿
や
養
子
を
や
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
太
秦
格
の
家
と
そ
の
分
家
を
含
ん
で
い
る
。
親
分
子
分
関
係
は
'
マ
牛
の
内
部
で
、

主
に
本
家
格
の
家
ど
う
L
が
互
い
に
親
分
子
分
を
し
あ
う
形
態
と
本
家
格
の
家
が
分
家
格
の
家
を
子
分
に
す
る
形
態
の
二
つ
が
あ
る
。
し

か
も
'
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
世
銀
的
、
主
従
的
で
は
な
く
、
親
和
的
融
和
的
で
あ
る
。
そ
の
点
で
'
杉
野
沢
の
親
分
子
分
関
係
は
、
「
大

垣
外
型
」
と
「
上
湯
島
型
」
の
校
合
な
い
し
中
間
と
考
え
ら
れ
る
。
槻
分
子
分
関
係
の
こ
の
よ
う
な
性
質
は
'
家
の
行
邪
を
司
る
「
亭
主

役
」
の
性
質
と
同
じ
で
あ
る
。
杉
野
沢
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
は
「
亭
主
役
」
は
婿
や
養
子
を
や
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
て
き
た
家
で
、

な
お
か
つ
妻
の
実
家
で
あ
っ
た
り
、
姉
妹
が
嫁
い
で
い
る
家
ど
う
し
の
問
で
相
互
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ま
た
'
本
家
が
分
家
の
「
亭
主

役
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
'
妻
の
実
家
や
婿
に
い
っ
た
家
が
「
亭
主
役
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
「
亭
主
役
」
が
有
す
る

こ
の
よ
う
な
家
の
関
係
は
、
家
の
系
譜
関
係
に
基
づ
く
権
威
並
び
に
主
従
関
係
を
壊
す
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
親
分
子
分
関
係
が
必
ず
し

も
本
分
家
関
係
と
重
複
せ
ず
、
親
類
関
係
の
問
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
な
か
に
、
「
亭
主
役
」
が
有
す
る
家
の
性
格
が
窺
え
る
の
で
あ

る
。
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近
年
、
人
類
学
の
研
究
が
そ
の
広
が
り
と
深
み
を
増
す
に
つ
れ
て
、
欧
米
の
日
常
語
か
ら
構
築
さ
れ
た
「
家
族
」
概
念
が
'
人
頬
に
普
遍
的

3
1
-
)

に
妥
当
し
な
い
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
家
族
の
f
I
P
解
に
あ
た
っ
て
'
文
化
の
多
様
性
を
踏
ま
え
た
理
解
が
必
要
と
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
現
代
の
わ
が
国
の
家
族
を
坪
解
す
る
に
あ
た
っ
て
'
家
の
観
点
か
ら
家
族
の
変
容
と
多
様
な
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
親
分
子
分
の
間
山
は
、
家
の
理
解
ば
か
り
で
な
く
政
治
や
博
徒
、
全
社
紺
縦
な
ど
広
く
社
会
1
椴
を
理
解
す
る
上
で
も
重

要
で
あ
る
。

親
分
子
分
の
研
究
は
'
戦
前
'
柳
田
国
男
や
有
賀
喜
左
衛
門
'
喜
多
野
酒
l
ら
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
'
戦
後
r
有
賀
=
喜
多
野
論
争
」
に
お

い
て
争
点
の
一
つ
と
な
り
、
そ
の
後
服
部
治
別
に
よ
っ
て
大
き
-
進
展
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
服
部
が
お
こ

な
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
が
山
梨
県
の
村
落
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
親
分
子
分
慣
行
の
多
様
性
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
い
が

た
い
。
山
梨
県
の
村
落
以
外
に
み
ら
れ
る
多
様
な
親
分
子
分
慣
行
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

新
潟
県
に
お
い
て
は
'
西
蒲
原
郡
か
ら
西
頚
城
郡
に
か
け
て
、
家
の
行
餌
を
お
こ
な
う
上
で
式
の
一
切
を
指
図
(
世
話
)
す
る
「
亭
主
役

(
2
)

(
テ
ィ
シ
ュ
ヤ
ク
)
」
を
お
く
習
俗
が
み
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
の
習
俗
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
'

新
潟
県
の
一
山
村
を
事
例
に
と
り
'
親
分
子
分
慣
行
を
「
亭
主
役
」
の
習
俗
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
'
あ
わ
せ
て
「
大
垣
外
型
」
お
よ
び

「
上
湯
島
型
」
と
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
特
徴
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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表1　戸数と人口の動向

年次
天和 3年ー

1683

庭草 3 年

17 46

文化 8年

181 1

明治日年

1878

* IE 5 *fi

19 16

昭和一一年ー

193 6

T 9昌明 昭和40年

19 65

昭和50年-

1975

昭和59年

1984

戸 数 64 75 156 177
179
(204)

2 14 2 45 2 51 274 2 89

人 口 68 2 729 1,169 1,386 1,335 1,18 2 1,028 9 55

( )内は本籍　　　　　　r百年の歩み　杉野択小学校j r中朝城郡鑑JI

および役場資料より作成

-
　
調
査
地
の
概
況

妙
高
高
原
町
杉
野
沢
地
区
は
、
新
潟
県
の
西
南
に
あ
っ
て
長
野
県
と
隣
接
し
て
い
る
。
妙
高
山
の

鹿
へ
　
標
高
七
百
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
山
村
で
あ
る
。
杉
野
沢
の
面
積
の
九
三
%
余
り
は
、
山
林
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
杉
野
沢
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
旧
名
番
山
村
と
合
併
し
て
妙
高
高
原
町
を
つ
-
り
、

こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。

杉
野
沢
の
戸
数
と
人
口
の
変
通
は
'
表
I
の
と
お
り
で
あ
る
。
戸
数
は
こ
れ
ま
で
は
ぼ
増
加
の
傾
向

に
あ
る
が
、
人
口
は
昭
和
十
年
代
ま
で
増
加
し
て
き
た
が
、
そ
れ
以
後
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
近
世
に
は
名
子
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
へ
　
戸
数
が
増
え
て
い
る
。
昭
和
五
十
九
年
現

在
で
'
戸
数
二
八
九
戸
の
う
ち
農
家
は
一
五
六
戸
で
あ
り
'
農
家
率
五
四
・
〇
%
、
平
均
耕
作
面
積
は

五
四
ア
ー
ル
で
あ
る
。
経
営
規
模
別
に
農
家
数
の
推
移
を
表
2
か
ら
み
る
と
'
〇
・
三
～
〇
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
層
が
増
加
し
て
い
る
が
t
　
は
ぽ
ど
の
農
家
と
も
経
営
規
模
を
縮
小
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

昭
和
五
十
五
年
に
実
施
し
た
町
の
営
;
=
E
意
識
調
査
を
み
て
も
'
経
営
規
模
の
零
細
や
後
継
者
の
問
過
な

ど
を
理
由
に
あ
げ
て
、
兼
業
に
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
る
と
答
え
て
い
る
農
家
が
大
半
で
あ
っ
た
。

杉
野
沢
で
は
、
戦
前
ま
で
重
立
支
配
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
重
立
と
い
っ
て
も
小
地
主
で
あ
っ

二
　
村
落
に
お
け
る
シ
ン
ル
イ
と
労
働
組
織



124

表2　　経営規模別農家数の推移　一杉野訳一　　戸(%)

年次 総 計
0.3h a 0 .3 ~ 0 .5 0.5~ 0 .7 0 .7一- 1.0 1.0 - 1.5 1 .5一-2 .0 2 .0 ~ 2.5
未 済 h a ha h a h a h a h a

19 60
183 3 3

(18 .0)
36

I (19 .7 )

38 38
.
26 ll l

(100 .0) (20 .8 ) (2 0.8 )

-

(14.2) (6 .0 ) (0.5)

1965
182
(100 .0)

29
(15.9)

.- .- I.-
I (呈去.5) 3 7

(20 .3)
3 5
(19 .2 )

2 6
(14.3)

ll
(6 .0 )

3
(1.6)

1970
182
(100 .0 )

3 1
(17.0)

4 1
(22 .5 )

76 25
(4 1.8 ) 己 聖 と

9
(4 .9 )

-

1975
164
(100 .0)

3 6
(22.0)

5 1
(3 1.1)

6 1
(37 .2 )

. 15(9 .1) - 1
(0 .6)

1980
156
(100 .0)

32
(20 .5)
- (昌02.1) 59

(37.8 )

1 3
(8 .3)

2
( 1.3)

-

(典林業セソサス)

た
。
そ
の
た
め
垂
立
の
発
言
力
が
弱
く
'
小
前
に
発
言
力
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

か
つ
て
は
村
議
会
が
紛
糾
す
る
こ
と
が
多
-
、
周
闇
の
町
村
か
ら
「
け
ん
か
村
」

と
呼
ば
れ
た
。
明
治
十
一
年
の
階
層
構
成
は
'
中
前
中
戸
六
戸
(
三
・
四
%
)
'
同
下

戸
二
十
戸
　
(
二
・
三
%
)
へ
　
小
前
上
戸
三
四
戸
　
(
一
九
・
二
%
)
、
同
中
戸
三
二
戸

(
1
八
　
　
^
)
も
　
同
下
戸
七
四
戸
(
四
1
・
八
%
)
、
番
外
二
戸
(
六
・
二
%
)
と
な
っ

C
ォ
J

て
い
る
。

杉
野
沢
で
は
'
か
つ
て
は
水
稲
の
は
か
に
焼
畑
耕
作
、
木
材
と
木
炭
の
販
売
、
あ

る
い
は
季
節
雇
い
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
を
送
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
へ
焼
畑
が
お
こ

な
わ
れ
な
く
な
り
'
木
材
や
炭
の
販
売
が
衰
退
す
る
に
つ
れ
て
、
常
勤
が
増
加
し
'

民
宿
を
経
営
す
る
農
家
が
増
加
し
て
き
た
。
昭
和
三
九
年
の
ス
キ
-
場
の
建
設
に

伴
い
、
農
家
は
山
林
を
売
却
し
た
資
金
で
家
を
民
宿
に
改
築
し
て
い
っ
た
。
昭
和
六

十
年
現
在
で
、
杉
野
沢
の
旅
館
・
民
宿
は
一
〇
七
軒
(
こ
の
-
ち
良
家
は
七
六
軒
で
、

ほ
ぼ
二
軒
に
一
軒
の
割
合
)
　
あ
り
'
冬
の
ス
キ
ー
客
が
大
半
利
用
し
て
い
る
。

2
　
系
譜
関
係
と
共
同
関
係

戦
時
中
は
杉
野
沢
の
戸
数
は
二
〇
〇
戸
位
で
あ
っ
た
が
'
当
時
の
姓
別
構
成
は
'

お
お
よ
そ
岡
田
姓
八
〇
戸
'
竹
田
姓
六
〇
戸
、
鴨
井
姓
四
〇
戸
、
山
川
姓
二
〇
戸
位

の
割
合
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
姓
で
あ
っ
て
も
系
譜
を
異
に
す
る
も
の
が
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表3　　農寂の宗族形態　　　　　　　　　戸(潔)

家族形 態 総 数

内 訳

7 トトリ(罪 ) 娘が 同 子供には男 も 子供は娘だが

が 同 居 し 居 して い るが, 全 員 全 員 他 出

て い る い る 他 出 してい る し て い る

I 直系家族 68 (43 .6 ) 65 - 2 1

Ⅱ夫婦家族 78 (50 .0 ) 47 10 18 3

Ⅲ複合家族 10 (6.4)
-

10 -

計 156 (1∝>.O) 112 (71.8) 10 (6 .4) 30 (19.2) 4 (2.6)

eraき聴り)

多
く
、
家
系
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
同
族
の
呼
称
に
は
マ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る

が
、
一
般
に
マ
キ
の
前
に
屋
号
を
付
し
て
「
○
○
マ
キ
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
0

本
家
は
ホ
ン
ケ
'
分
家
は
エ
エ
モ
チ
と
い
う
。
マ
キ
に
は
本
分
家
の
は
か
桁
や
薬
千

を
二
、
三
代
に
わ
た
っ
て
や
り
と
り
し
た
家
が
含
ま
れ
る
。
マ
与
の
中
心
(
マ
キ
オ
ヤ
)

に
は
本
家
が
な
る
と
は
限
ら
ず
'
分
家
で
あ
っ
て
も
有
勢
な
第
1
分
家
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。
マ
キ
は
一
部
の
メ
ン
バ
ー
が
二
つ
の
マ
キ
に
だ
ぶ
っ
て

お
り
、
ず
れ
な
が
ら
連
鎖
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
凹
楢
や
稲
刈
な
ど
の
:
L
E
作
業
は
'

マ
キ
で
お
こ
な
っ
て
き
た
。
同
一
の
家
が
校
数
の
マ
キ
に
属
す
る
こ
と
も
あ
る
。
覗

在
で
は
マ
キ
と
い
う
呼
称
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
シ
ン
ル
イ
と
い
う
呼
称
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
新
潟
県
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
重
視
頬
(
オ
モ
シ
ソ
ル
イ
)
」
と

い
う
呼
称
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

村
内
姫
の
割
合
は
、
か
つ
て
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
世
帯
主
の
代
で
六
八
軒

(
四
三
・
六
%
)
が
村
内
婚
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ト
ト
リ
の
代
で
八
軒
(
五
・
一
%
)

と
、
村
内
姫
が
急
速
に
減
っ
て
い
る
。
農
家
の
家
族
形
態
を
み
る
と
(
衷
3
)
、
夫
婦

家
族
が
半
分
で
あ
り
'
直
系
家
族
は
四
三
・
六
%
あ
る
。
ア
ト
ト
リ
(
娘
も
含
む
)
の

同
居
が
、
七
八
・
二
%
と
高
い
。

世
帯
主
が
勤
め
に
出
て
い
る
農
家
は
四
九
軒
(
三
一
・
四
%
)
で
、
大
工
や
日
雇
い

に
出
て
い
る
農
家
は
1
三
軒
(
八
・
三
%
)
で
あ
る
。
ア
ト
ト
-
は
'
六
五
軒
中
六
一
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$ 4　ftft」&ft&A<0#迅ihl配　　　¥2M回昭g

関 係 受 委 託

農 機 具
草聴りの共同

共同所可 貸 借

本 家 分 家
3 3 3 4

(6.5) (20.0) (ll.5) (9.8)

世帯主の兄弟姉妹の家 7 l 1
16(15.2) (6.7) (3.8)

i 7 5 2 (39.0)

妻の兄弟姉妹の家 (15.2) (33.3) (7.7)

I l° 3 2 16

友 人 (知 人) (30.̀l) (20.0) (7.7) (39.0)

. 2 1 1 2

規 則 (4.4) (6.7) (3.8) (4.9)

8 1 ¥v

そ の 他 (17.4) (6.7) (42.3) (7.3)

I
〇 l 4 -

不 明 (10.9) (6.7) (15.4)

計
46 15 26 41

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

注)書は農協が10件である。なお.一軒で校数ある場合も数えている。 (聞き蹴り)

軒
が
勤
め
に
出
て
い
る
。
民
宿
の
仕
事
は
、
世
等
主
の
妻
も

し
-
は
嫁
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。

表
4
は
、
農
作
業
と
農
機
具
の
共
同
関
係
に
つ
い
て
み
た

も
の
で
あ
る
。
受
委
託
を
お
こ
な
っ
て
い
る
農
家
は
四
六
件

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
友
人
関
係
が
一
四
件
(
三
〇
・
四
%
)
と

最
も
多
い
。
こ
れ
は
基
盤
整
備
に
伴
い
、
田
が
隣
り
あ
う
者

の
問
で
受
委
託
を
お
こ
な
う
場
合
が
で
て
い
る
た
め
に
増
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
世
帯
主
夫
肘
の
兄
弟
姉

妹
の
家
が
七
軒
(
一
五
・
二
%
)
ず
つ
と
多
い
。
U
磯
貝
の
共

同
所
有
は
、
一
五
件
と
多
-
は
な
い
が
、
そ
の
う
ち
世
帯
主

の
妻
の
兄
弟
姉
妹
の
家
が
、
五
件
と
最
も
多
い
。
農
機
具
の

貸
借
は
二
六
件
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
件
が
農
協
か
ら

借
用
し
て
い
る
。
田
の
草
取
り
は
、
二
番
草
の
み
共
同
(
エ
イ
)

し
て
い
る
。
エ
イ
を
す
る
関
係
は
'
世
帯
主
夫
婦
の
兄
弟
姉

妹
と
友
人
関
係
が
と
も
に
一
六
件
(
三
九
・
〇
%
)
と
多
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
へ
　
こ
ん
に
ち
の
農
作
業
や
農
機
具
の
共
同

関
係
は
、
世
帯
主
夫
婦
の
兄
弟
姉
妹
や
友
人
関
係
の
間
で
結

ば
れ
て
い
る
o
　
つ
ぎ
に
、
戯
家
番
号
㊥
を
事
例
に
と
っ
て
'
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江 戸
昭 和

明 治
戦 前 戦 後

㊨

」 」 」 ⑳
〕 〕 ー4
1 〕 ⑲
日 ⑲
L …

図1 ㊨の系緒関係　　　　　　(間き坂り)

系
譜
関
係
と
共
同
関
係
の
事
情
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

図
1
は
、
㊥
の
系
譜
関
係
で
あ
る
。
㊥
は
本
家
で
、
確
認
で
き
た
と
こ

ろ
で
は
現
在
九
代
目
で
あ
る
。
分
家
は
㊨
が
娘
も
古
く
へ
分
家
時
期
は
明

治
以
前
で
あ
り
、
現
在
八
代
目
で
あ
る
。
明
治
以
降
は
'
⑲
、
⑲
、
⑲
と

一
代
に
一
軒
づ
つ
分
家
を
だ
し
て
い
る
。
⑲
は
長
兄
が
分
家
し
た
も
の
で
、

次
三
男
は
養
子
に
で
て
、
当
時
は
末
の
娘
が
家
を
継
い
で
い
る
。
彼
女
に

は
子
供
が
な
-
、
夫
の
実
家
㊥
か
ら
養
女
を
も
ら
い
㊥
か
ら
桁
を
と
っ
て

い
る
。
⑲
は
世
帯
主
の
父
の
姉
が
分
家
し
た
も
の
で
、
⑲
か
ら
婿
を
と
っ

て
い
る
。
以
上
か
ら
、
男
性
が
必
ず
し
も
家
を
継
ぐ
と
は
限
ら
な
い
点
や

姉
の
分
家
が
あ
る
こ
と
'
婿
や
養
子
の
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど

が
窮
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
は
か
の
家
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
杉

野
沢
で
は
一
般
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表
5
は
'
㊥
の
シ
ン
ル
イ
で
あ
る
。
㊥
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
㊥
の
マ

キ
に
属
し
て
い
な
い
の
は
第
一
分
家
の
㊨
と
⑳
の
二
軒
で
へ
　
そ
の
は
か
は

属
し
て
い
る
。
㊨
が
マ
与
に
入
っ
て
い
な
い
理
由
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う

が
'
そ
れ
ま
で
婚
姻
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
に
因
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
'
世
帯
主
の
弟
で
あ
る
⑲
の
み
'
現
在
㊥
の
マ
キ
に
入
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
⑲
と
⑲
は
自
分
の
マ
キ
を
主
張
し
て
い
る
。
嘉



表5　　㊥のシ　ンルイ

農家 家族 田 の
規 模

山林の
規 模

稲刈

の
田の
盛託Ⅰ
トラク
ターの

田植
機の
常 勤 者

⑳ との関 係
番号 形愚 m !) (m 2) 共同 JCn

委ff.**itla
共 同 共同 の 属 性

㊨ 班 2,477 73,209 ○ ○ ○ 7 トトリ -

㊨ Ⅱ 8,979 12,706 ** ○ 世 帯 主

アトトリ

分 家
世 の 妹

⑲ n 4,683 Ill vir 主
分 家
( 3 代 目)

⑲ I 2,937 6,130 ○ ○ ○ (商店)
分 家
世の輩の実家

⑲ Ⅱ 1,949

3,377

1,536 ○ 性 'iir 主
分 家
世 の 弟

⑩ Ⅱ ○ ○ ○ 性 輔 主
⑲ の 分 家

世 の輩の妹

㊨ I 5,260 10,519 性 帯 主

三代前に養子を

だす世の母の実
家

㊨ I 2,971 3,327 (商店)
以前に養子をも
らい婿をだした

㊨ I 5,756 ★ t吐 ・M? 主
以前に婿養子を
もらった

㊨ Ⅱ 3,479 1,672 ** -
世の組付の実家

⑲ Ⅱ 3,770 2,706 -
⑲ に軒をだし

た

⑳ I 6,312 58,706 - 世 帯 主
㊥ から嫁●互い

に親分した

注)　家族形態は衷3に準じる。世は世蝣a?主の昭。江=LJ林は役場.ff料。 (聞き聴り)

永
二
年
(
1
八
四
九
年
)
に
㊥
は
墓

を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
㊥

と
⑲
と
共
同
で
建
て
て
い
る
。
旧

植
や
稲
刈
'
草
取
り
な
ど
は
'
戦

後
'
機
械
化
さ
れ
る
ま
で
は
表
5

の
シ
ン
ル
イ
で
共
同
し
て
い
た
。

そ
れ
に
、
「
子
分
」
が
手
伝
い
に

き
た
。
こ
の
う
ち
⑲
の
マ
与
に
は
'

⑲
と
⑲
が
だ
ぶ
っ
て
は
い
っ
て
い

る
。
現
在
、
㊨
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を

⑲
と
⑲
と
、
田
植
機
を
㊨
と
⑲
'

⑲
'
⑲
と
そ
れ
ぞ
れ
共
同
し
て
い

る
。
稲
刈
は
、
⑲
と
㊥
と
一
緒
に

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
共
同
し
て

い
る
家
は
'
分
家
な
い
し
孫
分
家

で
あ
る
が
、
㊥
は
世
帯
主
の
妹
、

⑲
は
世
帯
主
の
妻
の
実
家
へ
⑲
は

世
帯
主
の
弟
、
⑲
は
世
帯
主
の
妻
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-
　
「
事
主
役
」
と
親
分
子
分
の
習
俗

杉
野
沢
に
は
、
新
来
住
者
を
除
い
て
'
各
戸
に
は
家
の
行
事
を
世
話
す
る
「
亭
主
役
(
テ
ィ
シ
ュ
ヤ
ク
)
」
が
い
る
。
ま
た
'
婚
姻
の
さ
い
に

三
　
「
亭
主
役
」
と
親
分
子
分
慣
行

の
妹
で
あ
り
、
き
わ
め
て
近
い
親
類
で
あ
る
。
こ
う
し
た
近
い
親
類
に
な
い
分
家
⑲
と
の
間
に
は
'
何
ら
共
同
関
係
が
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
'
農
作
業
や
農
機
具
の
共
同
は
、
こ
ん
に
ち
近
い
親
類
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
草
取
り
の
共
同
は
'
そ
の
年
に
よ
っ
て
都

合
の
よ
い
人
と
組
む
家
が
多
-
、
固
定
し
た
メ
ン
バ
ー
で
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
。
㊥
の
場
合
へ
　
宅
地
や
畑
を
借
り
て
い

る
人
が
、
「
小
作
料
の
代
わ
り
」
に
手
伝
い
に
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
は
'
稲
刈
の
さ
い
に
も
手
伝
い
に
き
て
い
る
。

JO*

分
家
す
る
さ
い
の
分
与
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
'
@
の
場
合
は
家
屋
敷
と
田
、
山
林
が
分
与
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
丑
は
不
明
で
あ
る
。
⑲

の
場
合
は
家
屋
敷
は
分
与
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
田
畑
、
山
林
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
⑲
と
⑲
は
、
い
ず
れ
も
家
屋
敷
、
田
二
反
へ
山

林
少
々
分
与
さ
れ
て
い
る
。
㊥
が
⑲
よ
り
分
家
し
た
時
は
、
家
屋
敷
と
田
四
反
が
分
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
分
家
に
あ
た
っ
て
は
、

家
屋
敷
と
田
も
　
山
林
が
少
し
分
与
さ
れ
て
い
る
。
㊥
は
、
明
治
の
「
地
券
名
寄
仕
訳
J
 
t
u
」
(
年
数
I
K
・
明
)
に
よ
る
と
'
田
1
・
三
町
、
棚
一
・

1
町
所
有
し
て
お
り
、
村
内
で
も
比
較
的
有
力
な
本
家
で
あ
る
。
家
屋
敷
の
ほ
か
田
畑
、
山
林
が
分
与
さ
れ
る
の
は
裕
福
な
本
家
の
場
合
で
あ

り
、
家
屋
敷
だ
け
の
こ
と
も
あ
れ
ば
材
木
だ
け
の
こ
と
も
あ
り
へ
本
家
の
家
産
に
応
じ
て
分
家
の
分
与
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
多
く
の
場
合
へ
　
か
つ
て
は
'
分
家
は
本
家
に
何
程
か
依
存
し
た
生
活
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
マ
キ
は
メ
ン
バ
ー
が
助
け
あ
っ

て
生
活
を
お
こ
な
う
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
強
い
雑
で
結
ば
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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は
、
ナ
カ
ウ
ド
　
(
チ
ュ
ウ
ニ
ソ
と
も
い
-
)
を
た
て
る
習
慣
が
あ
る
。
ナ
カ
ウ
ド
は
「
親
分
」
、
新
夫
婦
は
「
子
分
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
る
。

「
親
分
」
は
「
子
分
」
よ
り
1
世
代
以
上
う
え
の
者
か
、
少
な
-
と
も
年
長
の
者
が
な
っ
て
い
る
。
「
亭
主
役
」
と
「
親
分
」
　
の
ど
ち
ら
も
'

系
譜
関
係
と
か
個
人
的
力
量
な
ど
に
よ
っ
て
個
人
的
に
多
寡
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
'
ま
ず
始
め
に
、
「
亭
主
役
」
と
「
親
分
」
が

o
;

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
婚
礼
と
葬
式
を
例
に
と
っ
て
み
て
お
-
こ
と
に
す
る
。

杉
野
沢
で
は
'
祖
父
母
な
ど
が
孫
の
結
婚
相
手
を
親
類
に
頼
み
に
行
く
場
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
頼
ま
れ
た
人
は
適
当
な
娘
が
い
る
家

に
、
菓
子
折
と
ノ
シ
紙
に
風
呂
敷
を
包
ん
だ
も
の
を
持
っ
て
伺
う
習
慣
が
あ
る
。
数
日
後
'
風
呂
敷
を
返
し
に
来
た
ら
、
断
わ
り
の
印
で
あ

る
。
話
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、
ナ
イ
シ
ョ
ザ
ケ
を
す
る
。
仲
介
者
が
ナ
カ
ウ
ド
に
な
る
し
き
た
り
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
ナ
カ
ウ
ド
と
婿
方
の
だ

い
じ
な
親
類
(
「
亭
主
役
」
の
人
で
は
な
い
)
と
が
、
嫁
方
に
酒
一
升
と
魚
代
'
金
一
封
を
持
参
し
、
ホ
ン
ザ
ケ
の
日
程
を
取
り
決
め
る
。
そ
の

後
、
婿
の
男
親
が
一
人
で
嫁
方
に
挨
拶
に
行
く
。
ホ
ン
ザ
ケ
は
タ
ル
イ
レ
と
も
い
っ
た
が
'
戦
後
は
ユ
イ
ノ
ウ
と
い
う
言
い
方
に
変
わ
っ
た
。

ホ
ン
ザ
ケ
は
嫁
方
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
時
は
'
ナ
カ
ウ
ド
の
男
性
と
婿
方
の
だ
い
じ
な
親
類
が
酒
1
升
持
参
す
る
。
ナ
カ
ウ
ド
と
婿
方
の

親
輔
は
シ
ョ
ウ
ザ
に
座
り
、
そ
の
両
側
に
嫁
方
と
そ
の
親
頬
と
が
座
っ
た
。
末
席
に
は
嫁
方
の
　
「
亭
主
役
」
が
座
り
、
式
の
1
切
の
進
行
を
お

こ
な
っ
た
。
そ
の
一
カ
月
か
ら
二
カ
月
後
に
へ
嫁
方
で
ム
コ
イ
リ
が
へ
　
そ
の
翌
日
に
婿
方
が
ヨ
メ
イ
リ
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
時
に
は
'

親
類
の
人
が
春
駒
を
踊
っ
た
り
'
御
高
祖
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
女
装
し
て
踊
っ
た
り
し
て
'
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
.
ヨ
メ
イ
リ
で
は
、
シ
ョ
ウ
ザ
に

は
嫁
を
挟
ん
で
ナ
カ
ウ
ド
が
座
り
、
そ
の
隣
に
嫁
の
両
親
が
座
っ
た
。
両
側
に
は
婿
方
が
座
り
'
末
席
に
は
婿
方
の
「
亭
主
役
」
が
座
り
'
式

の
進
行
役
を
つ
と
め
た
。
婿
は
席
に
は
出
ず
、
勝
手
で
酒
の
欄
番
を
し
て
い
た
。
こ
の
席
で
は
'
松
'
梅
、
亀
を
野
菜
で
あ
つ
ら
え
た
シ
マ
ダ

イ
が
嫁
と
ナ
カ
ウ
ド
に
高
砂
の
謡
に
あ
わ
せ
て
廻
っ
て
く
る
。
そ
の
さ
い
ナ
カ
ウ
ド
は
謡
を
歌
う
か
'
そ
う
で
な
け
れ
ば
短
冊
に
祝
い
の
歌
を

書
い
て
シ
マ
ダ
イ
に
の
せ
る
習
慣
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
昭
年
の
初
め
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
ヨ
メ
イ
リ
の
翌
日
へ
　
婿
方
で
両
家
の
親
類
の

女
性
や
近
所
の
女
性
に
振
舞
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
オ
チ
ャ
と
い
っ
た
。
こ
の
時
は
、
男
の
「
亭
主
役
」
　
の
妻
が
「
亭
主
役
」
を
つ
と
め
た
。
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昔
は
次
三
男
が
結
婚
す
る
時
で
も
'
オ
チ
ャ
を
し
た
と
い
う
。
「
子
分
」
は
結
婚
し
て
三
年
位
は
'
「
親
分
」
　
の
家
に
正
月
挨
拶
に
行
-
0

「
子
分
」
は
酒
二
升
持
参
し
、
反
対
に
お
年
玉
を
も
ら
っ
た
。
普
段
行
き
来
の
な
い
家
は
ど
'
「
子
分
」
が
「
親
分
」
に
挨
拶
に
行
く
期
間
が

長
い
。
御
盆
の
時
は
'
「
親
分
」
　
の
初
盆
の
時
の
み
挨
拶
に
行
っ
た
。

杉
野
沢
の
「
親
子
成
り
」
は
'
以
上
の
よ
う
に
結
婚
の
さ
い
仲
人
規
を
た
て
る
習
慣
の
み
で
あ
る
。
昔
は
名
付
け
親
と
い
う
の
も
間
い
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
人
は
い
た
が
'
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
杉
野
沢
の
親
分
取
り
を
上
湯
島
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
杉
野
沢
で
は
規
子
盃

が
な
い
。
嫁
が
婿
と
は
別
に
親
分
を
と
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
か
ら
親
分
が
結
婚
式
を
主
宰
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
式
に
お
い
て
着
物
や
反
物

を
買
っ
て
や
る
こ
と
も
な
い
。
「
親
分
」
が
「
子
分
」
の
相
談
に
の
っ
た
り
も
生
活
の
面
倒
を
み
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
杉
野
沢
で
は
、
次
三
男
が
結
婚
し
て
村
外
に
住
む
場
合
で
も
、
親
分
取
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
場
合
'
「
親

分
」
が
「
子
分
」
　
の
面
倒
を
み
る
こ
と
が
少
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
「
親
分
」
を
頼
む
の
は
、
「
遠
く
な
っ
た
だ
い
じ
な
親
類
を
近
く
す

る
た
め
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
'
最
近
は
「
親
類
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
近
い
人
に
頼
む
」
そ
う
で
あ
る
。

1
方
、
葬
式
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
喪
家
は
自
分
が
属
し
て
い
る
組
の
組
長
に
、
葬
式
の
日
程
に
つ
い
て
請
に
行
く
。
「
亭
主
役
」
は
故

人
に
近
い
人
が
な
る
こ
と
が
多
い
。
彼
は
式
が
と
ど
こ
お
り
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
指
図
す
る
。
葬
式
の
場
合
は
'
同
じ
組
の
組
員
が
一

切
の
下
働
き
を
す
る
。
坊
様
を
呼
び
に
行
っ
た
り
'
棺
を
担
い
だ
り
'
穴
を
掘
っ
た
り
'
藁
を
持
ち
寄
っ
て
ノ
ウ
パ
ゴ
シ
ラ
工
を
す
る
の
も
組

員
の
役
目
で
あ
る
。
親
類
や
故
人
の
「
子
分
」
は
'
組
員
に
混
ざ
っ
て
手
伝
い
を
す
る
。
規
の
「
親
分
」
が
亡
-
な
っ
た
時
も
手
伝
い
に
行
-

と
い
う
。
表
6
は
、
㊥
の
世
帯
主
の
祖
母
の
葬
式
に
お
け
る
焼
香
の
順
序
と
香
典
朝
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
故
人
が
「
親
分
」
で
あ
る
場
合
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
親
の
「
親
分
」
で
あ
っ
て
も
焼
香
に
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
焼
香
の
順
序
を
み
る
と
、
故
人
に
近
い
人
か
ら
始
ま
っ

て
世
肘
叩
主
の
兄
弟
姉
妹
で
終
わ
っ
て
い
る
が
'
「
子
分
」
た
ち
は
世
帯
主
の
兄
弟
姉
妹
の
前
に
焼
香
し
て
い
る
。
「
子
分
」
で
あ
っ
て
も
、
互

い
に
「
親
分
」
を
交
互
に
し
て
き
た
⑲
や
第
1
分
家
の
㊥
は
、
比
較
的
早
い
　
(
⑲
は
鮮
解
し
た
た
め
'
世
帯
主
の
父
の
元
子
分
で
あ
る
)
。
香
典
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表6　㊥の世帯主の祖母の葬式における焼香の噸序と香典額　(金額の単位-千円)

農 家
番 号

子分 ㊥ と の 関 係 香 典 額 初七 日
三十
五 日
一回忌 三一軌忌七回忌

十三
回忌

㊨
- 世 の 父 - - - - - - -

㊨
-
故人 (養女) の
実 家

1十4升 1 2 2 3 10 3

- -
世 のオ′て(父方) 5 - - 5 5 + α 20 十α 20

- - 世 のオジ(父方) 5 - 3 5 5 十α 10 20 十α

- - 世 のオジ(父方) 5 I 3 5 5 十α 10 20 十α

⑲ -
分 家
(世 のオノ1..父方)

5 3 3 5 5 10 3 + α

㊨ - 故人 の父の実家 1十3升 0.5 1 1.5 2 3 3

㊨
-
世 の 母 の実 家 2十4升 1 1.5 2 3 5 3 十α

- - 故 人 の オ イ 2 - - - 3 5 5 + α

- - 世 のオ ジの上司 0.5 - - - - - -

- -
国 会 破 負 1 - - - - - -

- -
町 の 住 民 練 長 1 - - - - - -

⑳ -
故 人 の 姉 の家 2十2升 - 2 2 3 3 3

㊨ - 同 上 1十2升 - 1 1 1 3 3

- -
世 の オ ノ1. の
丑 理 の 兄

2十2升 十α 1 2 + u 2 3 5 + α 3

- -
故 人 の妹 の家 1.5 十2升 1 1 1 1.5 3 3

㊨ - 同 上 1.5 十2升 1 1 2 2 5 3

非農家 - 同 上 3十2升 0.5 1 2 2 5 3

㊨ - 世 のオノミ(母方) 1 + 2升 1 1 2 2 3 3

- -
同 上 0.5 + 2升 1 1 1 2 3 3

- -
故 人 の イ トコ - - -

3 5 10 5

㊨ -
3 代 前 の 分 家 1+ 2 升 1 1 2 2 3 3

⑲ ★
★
世 の イ ト コ 2十2升 1 1 1.5 - 3 3

㊨
★
★
★

古 い 分 家

性 の 姉 の 家
2十3升 1 1 2 3 10 3 十α

⑲ ** 芳 ⑳ の 分 家 1十2升 0 .5 1 1 2 3 3
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良 家
粛 号

子分 ㊥ と の 関 係 香 典 額
桓 日

三 十

五 日
一回忌 三 回忌

ト 回忌
十三

回忌

- - 牡の母の イ トコ 1十 1升 - 1十α 1 - - -

- - 世の オノミ(母方 ) 2 - - - - - -

- ‡
世 の オ ノ1. の
我 理 の 弟 2 十α - - - 2 十α 5 3

- - 同 上 1 - - - - - -

㊨ -
故 人 の 姉 0 .5 十 1升 - - - - - -

- -
故 人 の 弟 の
輩 の 実 家 1十2 升 - 1 2 2 5 3 十α

非農家 - 世 の 義 理 の 姉 2 1 - 2 3 5 3 十α

- ★
.汁
世 の 義 理 の 兄 2 - - 2 3 十α 7 3 十α

㊥ - 世 の 葵 の 妹 2 十2 升 1 2 3 3 十α 3 3

- -
故人の実家 か ら
嫁 に い っ た家 0 .5 十 1升 - - - - - -

㊨
- - 0 .5 十1 升 - - - - - -

㊨ - 世 の義理 のオジ 0 .5 十 1升 - 1 1 1.5 3 -

⑳ ★
故 人 の 子 分

の 子 供
0 .5 十 1升 - - - - - -

㊨ ★ 同 上 1 十2 升 1 1 1 - 3 -

非鹿家 .Ⅰ 同 上 1十 1升 1 - 1 2 3 3

非鹿家 ★
★
速 い 親 m 1十2 升 0 .5 1 1 1 3 -

⑲ -
世 の 弟 の
事 の 実 家 1十 1升 - 1 1 1 3 3

⑳ ‡ 追 い 現 駅 1十2 升 1 1 2 2 5 3

㊨ *
* 保 証 人 を した 2十 2升 1 1 2 2 5 3

⑲ - 分家 (世の弟 ) 2 十2升 1 1 2 3 10 3 十α

- - 世 の 妹 2 1 1 2 3 5 -

- - 牡 の オジ (父方 ) 2 1 2 2 - 10 5

- -
性 の 妹 5 - 1 2 3 10 3

- - 同 上 3 2 1 2 2 十α 5 -

I
-
故人の実家か ら
嫁 に い った 家 2 - 1 2 2 + ォ 5 -

- -
故 人 の 父 が
牡 話 し た 人

0 .5 十1升 - 0 .5 1 2 2 -

非農家 -
m し て

い た 人
0 .5十 1升 - 1 1 2 5 -



農 家
番 号 子分

㊨ との関係 香 典 額 初七日 三十
五日
一回忌三回忌七回忌 十三

回忌

-
***
㊨の長男(他出) - - 5

- -
世 の 薬 の
義 理 の 兄 2 - - 2 2 - -

⑩ -
l面 か ら 嫁 に-

い っ た 人
1十1升 - 1 1 1.5 - -

⑲ -
世 の 父 が
世 話 し た 人

0.5 十1升 0.5 - - -

注)　世は世帯主を表わす。 ★-故人の子分,詛*-世の父の子分. I--Iitの子分を

表わす。農家番号の空欄は村外。なお.杉野沢では十三回忌の前に香典を3

千円に統一している。升は米の丑。 `目上線香もしくはローソク。三回忌は曽

祖父の五〇回忌. lH机母の三三回忌.祖父の二三回忌を.七回忌は曽母祖の

三七回忌,祖父の二七回忌を,十三回忌は祖父の三三回忌をそれぞれ束ねて

いる。最後の七人については,旋香臓の記載がない。 (㊨の香典帳から作成)

粕
を
み
る
と
'
そ
れ
ら
の
家
は
親
類
と
し
て
お
こ
な
っ
て
お
り
、
頗
後
の
ほ
う
で
焼

香
し
て
い
る
故
人
の
「
子
分
」
の
子
供
や
遠
い
親
類
な
ど
は
'
親
類
に
準
じ
た
額
を

持
参
し
て
い
る
。
米
を
持
参
す
る
の
は
ト
キ
米
用
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
'
親
分
子
分
の
付
合
は
、
と
り
わ
け
町
議
会
議
員
の
選
挙
な
ど
政
治
面

で
発
揮
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
に
ち
で
は
仲
人
を
会
社
の
上
司
な
ど
に
依

頼
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
親
分
子
分
慣
行
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
「
亭
主
役
」

も
結
婚
の
さ
い
に
は
い
ら
な
-
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
も
へ
　
ま
だ
法
事
や
建
前

な
ど
に
お
い
て
は
'
「
亭
主
役
」
は
依
然
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
0

「
亭
主
役
」
は
'
当
の
家
に
な
り
か
わ
っ
て
式
の
1
切
を
と
り
し
き
っ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

2
　
「
事
主
役
」
と
親
分
子
分
の
関
係

杉
野
沢
に
お
い
て
は
、
「
亭
主
役
」
は
代
々
世
襲
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
代
替
わ
り

に
伴
っ
て
交
代
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
へ
　
「
亭
主
役
」
は
二
人
い
る
こ
と
が

多
い
。
互
い
に
気
が
つ
か
な
い
点
を
補
い
あ
え
る
か
ら
だ
と
い
う
。
表
7
は
農
家
を

対
象
に
し
て
「
亭
主
役
」
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
本
分
家
関
係
が
最
も
多
く
へ

他
の
関
係
と
の
重
複
を
含
め
る
と
六
七
件
(
七
〇
・
六
%
)
と
過
半
数
を
占
め
て
い

る
。
そ
の
つ
ぎ
が
妻
の
実
家
で
二
六
件
(
二
七
・
四
%
)
'
世
帯
主
の
「
親
分
」
が
二
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表7　「亭主役」の関係　　(%)

「亭主役」の間係 件 数

本 家 分 家 45
(47.4)

(蕃 辞書 の 亀 分Jg ) 13
(13.7)

(毒 害 裏 芸) 9
(9.5)

葵 の 実 家 15
(15.8 )

世 帯 主 の 「親 分」 7
(7.4)

ア トトリの 「親分」 2
(2.1)

(芸 帯 吾 の 賢 分妄) 2
(2.1)

そ の 他 2
(2.1)

汁 95
(100 .0 )

注)一軒で復数ある場合も数えている。

関係の( )は蛮複　(聞き聴り)

と
以
前
婿
を
だ
し
た
家
が
二
件
ず
つ
な
ど
で
あ
る
。
以

上
か
ら
'
古
く
は
　
「
遠
い
親
類
」
や
本
分
家
関
係
が
多

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
世
帯
主
夫
婦
と
父

母
、
さ
ら
に
祖
父
母
の
三
世
代
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
と

も
平
均
し
て
多
く
'
合
計
す
る
と
三
九
件
(
三
四
・
二
%
)

あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

そ
の
つ
ぎ
に
時
期
的
に
古
い
の
は
'
世
帯
主
が
「
親

分
」
を
し
た
相
手
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
こ
の
関
係

で
は
、
世
帯
主
の
兄
弟
姉
妹
が
一
三
件
(
一
五
・
九
%
)

二
件
(
二
二
・
二
%
)
あ
る
(
い
ず
れ
も
蛮
複
を
含
む
)
。
し
か
し
'
こ
の
う
ち
世
帯
主
の
「
親
分
」
に
関
し
て
は
'
本
分
家
関
係
と
の
重
複
が
過

半
数
で
あ
り
、
純
粋
に
そ
れ
だ
け
の
も
の
は
七
件
(
七
・
四
%
)
に
す
ぎ
な
い
。
「
亭
主
役
」
は
'
「
男
と
女
の
出
場
所
に
頼
む
」
と
い
わ
れ
る

が
'
そ
れ
が
ま
さ
に
全
体
の
傾
向
に
も
窺
え
る
。

つ
ぎ
に
、
親
分
子
分
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
親
分
子
分
も
世
襲
で
な
く
へ
　
代
替
わ
り
に
伴
っ
て
変
わ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
表
8

は
'
村
内
に
限
っ
て
世
帯
主
と
ア
ト
ト
リ
が
「
親
分
」
を
し
た
相
手
と
、
「
親
分
」
を
し
て
も
ら
っ
た
相
手
と
に
分
け
て
軽
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
世
帯
主
が
「
親
分
」
を
し
て
も
ら
っ
た
相
手
と
の
関
係
が
、
こ
の
な
か
で
は
最
も
古
い
関
係
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
関
係
を
み
る

と
'
「
遠
い
親
類
」
が
二
〇
件
(
1
七
・
五
%
)
と
最
も
多
く
へ
　
つ
づ
い
て
本
分
家
関
係
が
l
五
件
(
1
三
・
二
%
)
へ
世
帯
主
の
母
の
兄
弟
姉
妹

が
八
件
(
七
・
〇
%
)
、
世
相
W
主
の
父
と
世
帯
主
の
妻
、
お
よ
び
祖
母
の
そ
れ
ぞ
れ
の
兄
弟
姉
妹
が
七
件
(
六
　
s
o
t
祖
父
の
兄
弟
姉
妹
が
六

件
(
五
・
三
%
)
な
ど
で
あ
る
。
「
そ
の
他
」
二
八
件
の
内
訳
は
、
古
い
付
合
の
家
、
三
代
前
に
嫁
を
だ
し
た
家
が
そ
れ
ぞ
れ
三
件
、
近
所
の
家
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表8　　親分子分の関係　一杉野沢内-　　件数(%)

親 分 子 分 世 帯 主 の 代 あ と と り の 代

の 関 係

「親分」をし

た 相 手 の家

「親分」をし

て もら っ た
相 手 の 家

「親分」をし

! た相 手 の 家

「親分」をし

て も ら っ た
相 手 の 家

本 家 分 家 10 (12 .2) 15 (13.2) 1 (8 .3) 5 ( 10.4 )

以前, 養子にいった
衣

4 (4.9) 4 (3.5) - 3 (6.3)

祖父の兄弟姉妹の家 9 (l l.0) 6 (5.3) 3 (25 .0) 1 (2.1)

祖母の兄弟姉妹の家 4 (4.9) 7 (6.1) - 2 (4 .2)

父 の 兄弟 姉妹の家 4 (4 .9) 7 (6.1) 2 (16.7) 3 (6.3)

母の兄弟 姉 妹 の 家 6 (7.3) 8 (7.0 ) 1 (8.3) 10 (20 .8)

世帯主の兄弟姉妹の

家
13 (15 .9) 4 (3.5) 1 (8.3) ll (22.9)

世帯主の葵の兄弟姉
妹の家

6 (7 .3) 7 (6.1) 1 (8 .3) 2 (4 .2 )

遠 い 親 類 7 (8 .5) 20 (17.5 ) 1 (8 .3) 5 (10 .4 )

そ の 他 15 (18 .3) 28 (24.6 ) 1 (8 .3) -

不 明 4 (4 .9) 8 (7.0 ) 1 (8.3) 6 (12 .5)

汁 82 (100 .0 ) 114 (100 .0 ) 12 (100 .0) 48 (100 .0)

注)　一人で複数ある場合も数えている。　　　　　　　　　　(聞き聴り)

と
巌
も
多
く
、
つ
ぎ
が

本
分
家
関
係
の
一
〇
件

(
一
二
・
二
%
)
へ
祖
父
の

兄
弟
姉
妹
の
九
件
(
一
二

〇
%
)
、
「
遠
い
親
類
」
の

七
件
(
八
・
五
%
)
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
「
遠
い
親

類
」
が
減
っ
た
一
方
で
、

さ
き
の
三
世
代
の
兄
弟
姉

妹
と
も
平
均
し
て
多
く
へ

合
計
で
四
二
件
(
五
一
・

二
%
)
と
半
分
以
上
を
占

め
る
に
至
っ
て
い
る
。

ア
ト
ト
リ
が
「
親
分
」

を
し
て
も
ら
っ
た
相
手
と

の
関
係
が
へ
　
さ
き
の
二
つ

よ
り
比
較
的
新
し
い
関
係

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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表9　㊥と⑲の「亭主役」の関係

家 巨 代
「亭主役」をしてもらっている関係 「亭主役」をしている関係

世 ㊨

㊨

2代前に婿をもらっている. 母 不 明

m (養子) の実家●かつ姉が嫁い

主 でいる
の
親

鋤 -

班

引r1

主

2代前に輯をだしている●なお

かつ葵の実家

㊨ 分家 (弟) ㊨ 前 出

㊨ 分家 (父の姉) で, なおかつ蚕 ⑲ 分家(4代目)

の実家 ㊨ ㊥の分家 (葵の妹)

㊨ 同 左

世
-H?
主
の
親

⑲

他

州一

㊨

⑲

㊥

妾の突家

弟が婿にいっている. ㊥の分家

先代に婿にいっている

前 山 ⑲

不 明

㊨

⑳

同 左

姉の嫁ぎ先 ⑲ 分家 (3代目)

-

'll/

主
㊨

⑲

姉の嫁ぎ先

弟が餌にいっている, 葵の実家

(聞き板り)

こ
の
関
係
で
は
、
世
帯
主
の
兄
弟
姉
妹
が
1
　
1

件
(
二
二
・
九
%
)
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
世
帯

主
の
母
の
兄
弟
姉
妹
が
一
〇
件
(
二
〇
・
八
%
)

で
、
「
遠
い
親
類
」
と
本
分
家
関
係
は
そ
れ
ぞ

れ
五
件
(
一
〇
・
四
%
)
で
あ
る
。
世
帯
主
夫
婦

と
世
帯
主
の
父
母
の
二
世
代
に
お
け
る
兄
弟
姉

妹
と
も
割
合
の
上
で
は
多
く
な
っ
て
お
り
'
合

わ
せ
て
二
六
件
(
五
四
・
二
%
)
あ
る
。
そ
の
1

方
で
、
世
帯
主
の
祖
父
母
の
兄
弟
姉
妹
が
三
件

(
六
・
三
%
)
と
減
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
'
親
分
子
分
関
係
を
時
期
的
に
古
い
と

思
わ
れ
る
順
に
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
'
親
分

子
分
関
係
は
「
遠
い
規
頬
」
や
本
分
家
の
関
係

か
ら
世
帯
主
夫
婦
の
兄
弟
姉
妹
や
せ
篇
主
の
父

母
の
兄
弟
姉
妹
の
家
関
係
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
㊥
と
⑲
の
喝
合
を

事
例
に
と
っ
て
、
「
亭
主
役
」
と
親
分
子
分
の

関
係
を
よ
り
詳
細
に
考
察
し
て
み
た
い
。
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裏
9
は
、
㊥
と
⑲
の
「
亭
主
役
」
の
家
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
世
帯
主
の
父
が
「
亭
主
役
」
を
し
て
も
ら
っ
た
家
は
、
㊥
と
㊥
の
二
軒
で

あ
り
、
ど
ち
ら
と
も
二
代
前
に
婿
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
㊥
は
先
代
に
養
女
を
も
ら
い
'
な
お
か
つ
妹
が
嫁
い
で
い
て
'
㊥

は
妻
の
実
家
で
あ
る
。
他
方
、
世
帯
主
は
⑲
と
⑲
に
「
亭
主
役
」
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
'
⑲
と
⑲
の
ど
ち
ら
と
も
分
家
で
あ
る
。
親
族
関

係
の
点
か
ら
み
る
と
、
⑲
は
弟
、
⑲
は
父
の
姉
の
家
で
あ
る
と
と
も
に
妻
の
実
家
で
も
あ
る
。
㊥
が
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
家
は
へ
　
さ
き
の

㊥
と
⑲
、
そ
れ
か
ら
⑲
(
分
家
・
四
代
目
)
と
⑲
　
(
⑲
の
分
家
、
㊨
の
葵
の
妹
)
　
で
あ
る
。

⑲
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
規
の
場
合
は
'
先
代
に
桁
が
い
っ
て
い
る
⑲
と
弟
が
桁
に
い
っ
た
⑲
(
㊥
の
分
家
)
、
そ
れ
か
ら
妻
の
実
家
㊥
が

「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
。
世
帯
主
の
代
は
、
さ
き
の
㊥
と
⑲
'
そ
の
は
か
姉
が
嫁
い
だ
家
㊥
と
㊥
の
凹
軒
が
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
。
⑲

は
、
新
た
に
弟
が
婿
に
い
き
'
ま
た
妻
を
も
ら
っ
て
い
る
。
世
帯
主
が
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
の
は
、
⑲
と
分
家
の
⑲
(
三
代
目
)
で
あ
る
。

㊥
と
⑲
の
「
亭
主
役
」
の
関
係
を
み
る
と
、
世
笛
主
の
規
の
代
は
、
婿
を
や
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
た
家
'
お
よ
び
二
代
前
に
桁
を
だ
し
た

り
も
ら
っ
た
り
し
た
家
で
'
さ
ら
に
妻
を
も
ら
っ
た
り
、
姉
妹
が
嫁
い
で
い
る
家
で
あ
る
。
そ
の
は
か
、
妻
の
実
家
や
婿
に
い
っ
た
家
が
あ
る
。

世
帯
主
の
代
は
'
そ
れ
以
外
に
'
分
家
と
世
帯
主
も
し
く
は
妻
の
姉
妹
の
家
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
'
分
家
が
本
家
の

「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
分
家
と
い
っ
て
も
世
帯
主
の
弟
で
あ
っ
た
り
'
父
の
姉
の
家
で
、
な
お
か
つ
妻
の
実
家
で
も
あ
る
家
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
へ
　
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
近
い
親
類
関
係
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
は
か
の
ケ
ー
ス
で
は
、
世
帯
主
の
親
と
世
帯
主
の

二
世
代
に
わ
た
っ
て
'
分
家
(
三
代
目
と
四
代
目
)
が
本
家
と
相
互
に
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
場
合
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
'
分
家
が
本
家
の

「
亭
主
役
」
を
す
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
'
か
つ
て
は
本
家
の
l
父
退
と
か
何
ら
か
の
小
伯
に
因
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
何
代
か
経
過
し
た
分
家
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
家
が
分
家
の
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
場
合
が
依
然
と
し
て
あ
る
(
㊨
は
⑲
、
⑲
は

⑲
)
。
婿
を
や
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
L
t
　
な
お
か
つ
妻
や
母
の
実
家
で
あ
っ
た
り
す
る
だ
い
じ
な
家
の
場
合
に
は
'
「
亭
主
役
」
を
互
い
に
し

て
い
る
(
㊨
と
⑲
、
⑲
と
⑩
)
。
㊥
は
⑲
と
'
㊥
と
は
二
世
代
に
ま
た
が
っ
て
'
⑲
は
⑲
と
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
'
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表10　㊥と⑲の親分子分関係　一杉野沢内-

慕 世 代 親 分 と の 関 係 子 分 と の 関 係

㊨

世帯主

の抱父

⑲ 昔からの親煩 ⑲ 「親分」の子供

そのほかは不明

世

子汀

⑳ 父の姉が嫁いでいる ⑲

㊨

⑲ .

分家⑲に婿をもらっている

⑳の分家 (3代目)

3代前に桁にいき,葵の実家

でもある⑳の分家(2代目)

主 ⑬ 追い親頬

の

父

㊨ 親が生活の面倒をみた

そのほか,土地を貸している

人.遠い親煩 (非農) などい

る

世

m

主

⑲ 3代前に養子をやり●2

代前に婿をもらっている

㊨

㊨

妨一分家(8代目) で▼妹が

嫁いでいる

三代前に嫁をもらい. 二代前

に養女をもらい,なおかつ父

の妹が嫁いでいる

⑲

世帯主

の 父
㊨ 前 出 不 明

世

.l..'IIf

主

㊨ 前 出 ㊨

⑲

⑲

⑲

⑲

⑲

⑲

⑲

…母の実家

…分家 (2代目)

…父の弟が婿にいっている

…⑲の分家

:2代前と弟が婿にいき■妻の
i突家でもある141の分家(3
…代員) . 父の妹が嫁いでいる

…㊥の分家(初代)

…姉が嫁いでいる

…父の姉が嫁いでいる

(聞き聴り)
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
世
笛
主
の
代
に
は
、
新
た
に
世
帯
主
夫
婦
の
姉
妹
の
家
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
世
帯
主
の
親
の
代

に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
'
新
し
い
傾
向
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
'
親
分
子
分
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
(
表
2
)
<
　
㊥
の
世
帯
主
の
祖
父
の
代
に
は
、
世
代
を
通
じ
て
⑲
と
相
互
に
親
分
子
分
を

し
て
い
る
。
そ
の
は
か
、
表
に
は
記
し
て
い
な
い
が
'
㊥
の
曽
祖
父
が
㊥
の
祖
父
の
「
親
分
」
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
㊥
は
⑲
と
㊥
と

相
互
に
世
代
を
通
じ
て
親
分
子
分
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
㊨
は
⑲
か
ら
何
代
か
に
わ
た
っ
て
婿
を
も
ら
っ
て
お
り
'
㊥
は
㊥
の
父
の
姉

が
嫁
い
で
い
る
。
ま
た
、
三
代
前
に
㊥
か
ら
養
子
を
も
ら
っ
た
⑲
は
、
祖
父
が
㊥
の
分
家
⑲
と
㊥
の
、
父
が
㊥
の
「
親
分
」
を
そ
れ
ぞ
れ
し
て

い
る
。
⑲
と
⑲
は
い
ず
れ
も
自
己
の
マ
キ
を
も
っ
て
い
る
旧
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
軒
は
'
い
ず
れ
も
婿
や
養
子
な
ど
で
結
ば
れ
た
本
家
格

の
家
で
あ
り
、
⑲
を
除
い
て
相
互
に
親
分
子
分
を
し
て
い
る
。

㊥
と
⑲
の
場
合
に
お
い
て
、
本
家
が
分
家
の
「
親
分
」
を
し
て
い
る
の
は
'
㊥
が
㊨
'
⑲
が
⑲
の
二
件
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
者
は
妹
の

子
供
と
い
う
理
由
に
因
っ
て
い
る
の
で
、
純
粋
に
本
家
が
分
家
の
「
親
分
」
を
し
て
い
る
の
は
後
者
の
み
で
あ
る
。
多
-
は
'
マ
キ
に
属
し
親

類
関
係
に
あ
る
他
の
家
系
の
分
家
を
「
子
分
」
と
し
て
い
る
。
㊥
が
⑲
(
⑳
の
分
家
)
と
⑲
(
⑳
の
分
家
)
'
⑲
が
⑲
(
㊥
の
分
家
、
父
の
弟
が
婿
)

と
⑲
(
㊥
の
分
家
)
、
⑲
(
㊨
の
分
家
)
、
⑲
(
⑩
の
分
家
、
⑲
に
弟
が
婿
)
の
「
親
分
」
を
し
て
い
る
の
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
は
か
、
親
が

兄
弟
姉
妹
と
い
う
の
が
、
㊥
が
㊥
'
⑲
が
⑲
と
㊥
、
世
謂
主
の
兄
弟
姉
妹
と
い
う
の
が
、
㊥
が
㊨
、
⑲
が
㊥
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
近

年
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
'
親
分
子
分
関
係
を
結
ん
で
い
る
家
は
、
同
じ
マ
キ
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
親
分
子
分
関
係
は
、
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
認
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
'
婿
や
養
子
に
よ
っ
て
親
類
関
係
に
あ

る
本
家
格
の
家
ど
う
し
の
問
で
互
い
に
親
分
子
分
を
す
る
形
態
、
も
う
1
つ
は
マ
キ
の
中
で
本
家
格
の
家
が
分
家
格
の
家
の
「
親
分
」
を
す
る

形
態
で
あ
る
。
分
家
が
本
家
の
「
親
分
」
を
し
て
い
る
の
は
'
全
体
で
二
件
し
か
な
く
'
し
か
も
そ
の
場
合
は
本
家
が
衰
退
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
'
分
家
が
本
家
の
「
親
分
」
を
す
る
こ
と
は
'
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
え
る
。
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杉
野
沢
は
雪
深
い
山
村
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
'
こ
れ
ま
で
高
い
村
内
婚
率
を
示
し
て
き
た
。
な
か
で
も
'
婿
や
養
子
を
や
っ
た
り
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
㊥
の
場
合
で
も
、
世
帯
主
の
三
代
前
に
、
長
男
を
婿
に
だ
し
、
次
三
男
を
養
子
に
だ
し
、
末
娘
が
桁
を
と
っ
て

家
を
継
い
で
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
杉
野
沢
に
お
い
て
は
、
マ
キ
は
本
分
家
の
は
か
に
'
こ
う
し
た
婿
や
養
子
を
や
っ
た

り
も
ら
っ
た
り
し
て
親
類
関
係
に
あ
る
本
家
格
の
家
と
そ
の
分
家
か
ら
成
っ
て
い
る
。
親
分
子
分
関
係
は
'
そ
う
し
た
マ
キ
の
メ
ン
バ
ー
ど
う

L
で
結
ば
れ
へ
遠
く
な
っ
た
親
類
を
儀
礼
的
に
近
く
し
て
マ
キ
の
結
合
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
親
分
子
分
関
係
に
は
二
つ

の
形
態
が
み
ら
れ
た
。
1
つ
は
'
婿
や
養
子
を
介
し
て
親
類
関
係
に
あ
る
本
家
格
の
家
ど
う
L
で
相
互
に
親
分
子
分
を
す
る
形
態
へ
も
う
一
つ

は
'
本
家
格
の
家
が
親
類
関
係
に
あ
る
分
家
格
の
家
を
「
子
分
」
に
す
る
形
態
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
形
態
と
も
主
従
的
で
は
な
く
、
親
和
的
融

和
的
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
こ
の
ほ
か
生
活
の
面
倒
を
み
た
人
、
村
外
に
居
住
し
て
い
る
親
類
の
人
な
ど
と
親
分
子
分
関
係
を
結
ん
で
き
た
。

近
年
は
'
世
等
主
夫
婦
の
兄
弟
姉
妹
と
い
っ
た
近
い
親
類
関
係
の
間
で
結
ば
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
'
仲
人
を
会
社
の
上
司
に
頼
む
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
て
'
親
分
子
分
の
慣
行
自
体
が
消
滅
し
っ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
親
分
子
分
関
係
の
性
質
に
は
少
な
か
ら
ず
家
の
も
つ
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
家
の
性
格
を
み
る
う
え
で
、
「
亭
主
役
」
　
の

四
　
む
す
ぴ
に
か
え
て

と
こ
ろ
で
、
マ
キ
は
農
作
業
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
マ
キ
の
メ
ン
バ
ー
が
強
い
親
頬
関
係
で

結
ば
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
t
だ
い
じ
な
親
頬
が
遠
い
血
縁
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
親
分
子
分
関
係
を
儀
礼
的
に
結
ん
で
近

く
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
純
分
子
分
関
係
が
マ
キ
の
結
合
を
強
化
す
る
た
め
に
結
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ

て
い
る
。
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関
係
を
お
さ
え
て
お
-
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
「
亭
主
役
」
は
そ
の
家
に
代
わ
っ
て
家
の
行
事
を
つ
と
め
る
人
で
あ
り
'
代
替
わ
り
に
伴
っ
て

変
わ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
婿
や
養
子
を
や
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
、
な
お
か
つ
妻
の
実
家
で
あ
っ
た
り
'
姉
妹
が
嫁
い
で
い
る
よ
う
な
だ

い
じ
な
親
頬
の
場
合
に
は
'
互
い
に
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
。
ま
た
'
本
家
が
分
家
の
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
妻
の
実

家
や
婿
に
い
っ
た
家
が
「
亭
主
役
」
を
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
亭
主
役
」
の
関
係
は
、
系
譜
関
係
に
基
づ
-
家
の
権
威
を
壊

す
側
面
を
有
し
て
い
る
。
杉
野
沢
の
マ
キ
は
、
系
譜
関
係
に
あ
る
本
分
家
の
み
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
は
な
-
、
婿
や
養
子
で
結
ば
れ
た
親

頬
も
含
ん
で
い
る
。
「
亭
主
役
」
　
の
家
関
係
は
、
マ
キ
の
こ
の
よ
う
な
構
成
に
と
っ
て
ま
さ
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
親
分
子
分
関
係
が

本
分
家
関
係
と
必
ず
し
も
重
複
し
な
い
で
'
組
頬
関
係
の
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
点
に
'
「
亭
主
役
」
が
有
す
る
家
の
性
格
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、
近
年
は
、
分
家
が
本
家
の
「
亭
主
役
」
　
を
す
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
近
い
親
類
関
係
を
有
し
て
い
る
。

マ
キ
が
解
体
し
た
こ
ん
に
ち
'
世
笛
主
夫
婦
の
兄
弟
姉
妹
な
ど
近
い
親
頬
が
　
「
亭
主
役
」
を
す
る
場
合
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
因
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

新
潟
県
寺
泊
町
野
研
地
区
で
は
'
杉
野
沢
と
は
逢
っ
て
、
か
つ
て
分
家
や
孫
分
家
の
ナ
カ
ウ
ド
は
総
本
家
が
お
こ
な
い
'
「
亭
主
役
」
も
父
親

(
サ
)

と
総
本
家
が
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
'
野
桟
で
は
'
同
族
関
係
が
地
主
小
作
関
係
と
網
元
舟
子
関
係
と
重
複
し
て
強
力
な
本
家
地

主
に
よ
る
分
家
支
配
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
'
野
積
の
親
分
子
分
関
係
は
「
大
垣
外
型
」
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

杉
野
沢
の
親
分
子
分
関
係
は
、
大
垣
外
の
よ
う
に
、
本
家
分
家
関
係
と
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
世
襲
的
で
も
'
主
従
的
で
も

:<a

な
い
。
そ
う
か
と
い
っ
て
へ
　
上
湯
島
の
よ
う
に
、
本
家
と
分
家
が
相
互
に
親
分
子
分
を
し
て
い
る
の
で
も
な
く
'
任
意
に
選
択
し
て
結
ん
で
い

る
わ
け
で
も
な
い
。
杉
野
沢
で
は
、
桁
や
養
子
を
や
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
親
類
の
本
家
格
の
家
ど
う
L
が
相
互
に
親
分
子
分
を
し
た

り
'
そ
う
し
た
税
額
の
分
家
を
「
子
分
」
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
'
親
分
子
分
関
係
は
'
一
定
の
範
囲
内
で
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
て
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注

(
-
)
　
長
島
倍
弘
「
社
会
科
学
の
隠
境
と
し
て
の
家
族
」
　
r
現
代
思
想
』
、
六
月
号
、
1
九
八
六
。
原
ひ
ろ
子
縮
r
家
族
の
文
化
誌
』
、
弘
文
堂
、
1
九

八
六
へ
　
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
　
管
見
で
は
、
艮
嗣
光
照
「
野
津
の
社
会
組
轍
」
(
r
日
本
民
俗
学
会
報
f
　
三
九
へ
一
九
l
ハ
五
)
が
「
亭
主
役
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
「
ヰ
主
役
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
伊
賀
光
屋
へ
中
条
力
'
伊
貿
貴
子
「
小
中
川
地
区
の
葬
送
に
み
る
シ
ソ
ル
イ
と
組
」
『
飛
燕
d

第
二
号
、
一
九
八
三
な
ど
が
あ
る
。

(
3
)
　
滝
沢
定
春
「
杉
野
沢
村
の
歴
史
」
　
『
百
年
の
歩
み
　
杉
野
択
小
学
校
』
'
一
九
七
四
。
中
前
中
戸
は
持
地
価
三
五
〇
円
以
上
、
同
下
戸
は
一
三
〇

円
以
上
へ
小
前
上
戸
は
六
五
円
以
上
'
同
中
戸
は
三
〇
円
以
上
、
同
下
戸
は
三
〇
円
未
済
で
あ
る
。

(
4
)
　
釆
住
着
が
定
住
す
る
場
合
'
土
地
の
娘
を
も
ら
っ
て
定
住
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
場
合
'
娘
の
実
家
か
ら
何
ら
の
分
与
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

分
家
に
な
っ
た
例
は
間
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
ヮ
ラ
ジ
ヌ
ギ
と
い
-
こ
と
も
間
か
れ
な
か
っ
た
。

(
5
)
　
親
分
子
分
お
よ
び
「
亭
主
役
」
に
つ
い
て
は
t
 
r
妙
高
高
原
町
史
』
　
(
1
九
八
一
ハ
)
に
は
聴
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

(
6
)
　
長
沼
光
照
　
前
掲
論
文
。

(
7
)
　
服
部
治
刷
『
農
村
社
会
の
研
究
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
へ
三
四
六
1
三
四
七
貢
を
参
照
。

」
9
^
:

本
研
究
は
、
文
部
邪
科
学
研
究
費
に
よ
る
昭
和
五
十
九
・
六
十
年
度
1
般
研
究
取
(
代
表
者
武
井
状
次
)
の
補
助
を
う
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
充
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
,
妙
高
市
原
町
役
場
の
総
務
課
と
観
光
桂
所
課
の
か
た
が
た
を
は
じ
め
、
杉
野
沢
の
皆
様
、
な
か
で
も
竹
田
平
八
郎
氏
,

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
マ
キ
の
結
合
を
強
化
す
る
た
め
に
へ
儀
礼
的
で
あ
り
、
親
和
的
融
和
的
で
あ
る
。
ま
た
'
上
湯
島

の
よ
う
に
、
親
分
子
分
関
係
が
凝
集
性
を
も
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
子
分
」
が
「
親
分
」
　
の
マ
キ
に
加
わ
っ
て
田
植
や
稲
刈
を
お
こ

な
っ
て
お
り
'
そ
の
点
で
凝
集
性
を
も
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
杉
野
沢
の
親
分
子
分
関
係
は
'
「
大
垣
外
型
」
と
「
上
湯
島
型
」
　
の
両

方
の
性
質
を
複
合
し
て
お
り
、
両
者
の
中
開
に
位
悶
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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武
田
幸
堆
氏
、
岡
田
悟
氏
へ
山
川
サ
ヨ
氏
か
ら
は
格
別
の
御
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
'
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
新
潟
大
学
助
教
授
武
井
式
次
氏
を
は
じ
め

新
潟
大
学
人
文
学
部
行
動
科
学
講
座
の
学
生
の
協
力
を
得
た
。
執
邪
に
あ
た
っ
て
は
'
新
潟
大
学
教
授
松
本
和
良
氏
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の

か
た
が
た
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
'
本
稿
は
第
五
八
回
日
本
社
会
学
会
(
昭
和
六
十
年
)
　
に
お
い
て
報
告
し
た
原
・
=
に
加
繁
修
正
を
加
え
た

も
の
で
あ
り
、
数
値
、
統
柄
な
ど
は
す
べ
て
昭
和
五
十
九
年
の
調
査
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

(
新
潟
大
学
)


